
自然環境保全 活性化 その他

1 清水　隆雄(特定非営利活動法人赤穂里うみカヤックス) 〇 〇 赤穂市 13:40 ～ 13:55

2 山口　晴康(特定非営利活動法人赤穂里うみカヤックス) 〇 赤穂市 13:55 ～ 14:10

3 松井　良雄(ＣＡＦÉ　ＧＡＲＮＤ　ＰＥＲＥ) 〇 赤穂市 14:10 ～ 14:25

4 濱田さくら 〇 〇 赤穂市 14:25 ～ 14:40

5 池本　慎也(株式会社フォーチュンドリーマーズカーニバル) 〇 赤穂市 14:40 ～ 14:55

6 細川　富久明(株式会社スリースクワット) 〇 赤穂市 15:05 ～ 15:20

7 奥道　一二美(播州赤穂の塩・ジオ研究会) 〇 赤穂市 15:20 ～ 15:35

8 江端　恭臣(播州赤穂の塩・ジオ研究会) 〇 赤穂市 15:35 ～ 15:50

9 横山　正(千種川圏域清流づくり委員会) 〇 上郡町 15:50 ～ 16:05

10 田渕　和彦 〇 〇 〇 赤穂市 16:05 ～ 16:20

11 東條　正輝（赤穂しおまつり実行委員会） ○ 赤穂市 16:20 ～ 16:35

資料１

意見発表者一覧
発表順 氏名（団体名）

発表テーマ
住所 時間割

開会・挨拶（13:30～13：40)

休憩（14：55～15：05）

総括・閉会（16:35～16:45）



 意 見 申 出 書  

 

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会部会長 赤澤 宏樹 様  

  

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化  

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。  

住所  
※市区町村まで  

兵庫県赤穂市板屋町２１６番地  

  

（ﾌﾘｶﾞﾅ）氏

名  

トクヒ）アコウサトウミカヤックス      シミズタカオ特定非営利

活動法人赤穂里うみカヤックス 代表理事 清水隆雄  

電話番号  
０７９１-４３-５９８７  

０９０-８５７２-７０６４  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  
 info@ako-kayaks.org   

   

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。  

「アマモ」の保全再生を行っており海洋科学館と連携した環境学習へ繋げていけたらと考えておりま 

す。また、夏期シーズンに赤湖・白湖での親子カヤック体験教室を行っておりますが、今後は、シー 

カヤック体験・教室なども検討・模索しており、それらの公園から海への体験・教室の場を広げてい

くにあたり西駐車場から、海岸（唐船サンビーチ）へのアクセス「潮の門」の営業時間内での開錠を 

お願いしたい。  

兵庫県（海浜公園）、赤穂市、あこうＤＭＯなどが連携し、株式会社モンベルの「モンベルヴィレッ

ジ」の誘致によって、アウトドアの場を利用した地域活性化を行っていただきたい。  

公園内におけるソロキャンプの設営や、火気使用についての制限などを再考して欲しい。  

大人も楽しめる設備（一例として、スケートボード・ボルダリングなど）の設備設置  

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。  

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありませ

ん。  

 



意 見 申 出 書  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会部会長 赤澤 宏樹 様  

  

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化  

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。  

住所  
※市区町村まで 

兵庫県赤穂市板屋町２１６番地  

  

（ﾌﾘｶﾞﾅ）氏

名  

トクヒ）アコウサトウミカヤックス     ヤマグチハルヤス特定非

営利活動法人赤穂里うみカヤックス 代表理事 山口晴康  

電話番号  
０７９１-４３-５９８７  

０９０-６５７６-４７２７  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  
 info@ako-kayaks.org   

   

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。  

当法人で海浜公園内の湖にて行っています親子体験教室を今後はより発展させて、こ

こで体験した親子さんに次は海辺でのシーカヤックを体験していただきたいと思って

います。そのために、現在使わせていただいている古いタイプの静水用のカヤック

を、より赤穂の自然環境（海）に適した新しいシーカヤックの導入検討をお願いした

い。また同様に、若者に人気のスタンドアップパドルボード（SUP）も、SUP ヨガ用、

ツーリン 

グ SUP 共にそれぞれ導入をお願いしたい。  

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。  

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありませ

ん。  

 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

 

赤穂市 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

ｶﾌｪ ｸﾞﾗﾝﾍﾟｰﾙ  ﾏﾂｲ ﾖｼｵ 

CAFÉ GRAND PERE 松井 良雄  

電話番号  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

 

 ○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

意見：INUbound(イヌバウンド)推進(ドッグラン整備等) 

 近年、ペットを家族の一員として捉え、かけるお金や時間を惜しまない者も増えている。これら 

の者は、ペットと一緒に泊まれる宿や一緒に食事ができる店を探して移動することも厭わない。 

赤穂海浜公園は、普段から犬を連れて散歩している姿をよく見かけるが、未利用地に全天候型(若 

くは屋根付き)の有料ドッグランを整備することで、広範囲から愛犬家を呼び込むことが可能とな 

る。 

  また、園内の湖で犬と一緒にボート・カヤック・ＳＵＰを楽しめるサービスを提供したり、ペッ 

ト向けのプールやアスレチック設備、シャワー等を整備すれば、隣接の唐船海岸も含めたフィール 

ドの活用が可能となり、更なる高付加価値化を図ることができると考える。 

 

 ・現在、１５歳未満の子どもの数よりも、ペット(犬・猫)の方が多い 

 ・ペットを含めた家族連れで訪れ、一日滞在、さらにお金を落としてもらうためには、海を見なが 

らＢＢＱできるデッキ等の附帯施設があれば尚よい。 

・キッチンカーやトリミングカーが出店できるスペースがあれば良い。 

 

○課題 

 ・周辺にペット可の宿泊施設や飲食店が少ない。 

 ・公園利用者が犬好きばかりとは限らない。 
 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

 

兵庫県赤穂市 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

ﾊﾏﾀﾞ  ｻｸﾗ 

濱田 さくら 

電話番号 
 

080-1451-5979 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
 

thinkako@gmail.com 

  

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

市内で子育てをしている人たちから募った意見・要望を発表する。0歳から小学校

低学年までは、①駐車場(料金や位置)、②遊具や施設（種類、配置や屋根の有無）、

③園内の移動手段、④サークルやイベントなどの活動が開催しやすいこと、などが利

用者の増加に繋がると考える。小学校高学年から高校生までは、①マリンアクティビ

ティや校外学習への利用のしやすさ、②サイクリングでの利用想定、③周辺施設との

アクセスで、活性化の道が開けると考える。 

 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありませ

ん。 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

兵庫県赤穂市 

 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ ﾌｫｰﾁｭﾝﾄﾞﾘｰﾏｰｽﾞｶｰﾆﾊﾞﾙ ｲｹﾓﾄ ｼﾝﾔ 

株式会社フォーチュンドリーマーズカーニバル 池本 慎也 

電話番号 
 

090-3924-3786 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
 

ikemoto@fdc-0218.co.jp 

  

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

◎赤穂海浜公園の賑わいづくりと本来の公園のあり方について 

赤穂海浜公園は年間約 50 万人訪れる公園ですが、目的は様々でレジャー・遊び・散

策目的・森林浴など多種多様な目的を持って来園されていると考えます。弊社は赤穂海

浜公園にて遊園地運営をテナントとして参加させていただいております。その中で「さ

らに賑わいを創出し来園者を増加させる仕組みづくり」と「本来の緑の姿を保ち喧騒か

ら離れた落ち着いた自然の空間」が重要だと考えます。この 2つ双方を両立できるには

どうしたら良いかを意見・提案させていただきたく今回参加させていただきます。 

宜しくお願いいたします。 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありません。 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

 

赤穂市惣門町 55-14 塩屋惣門舎 1号 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

スリースクワット ホソカワ フクアキ 

THREESQUAD  細川 富久明 

電話番号 
 

0791-43-3017 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
 

Threesquad_1205@ybb.ne.jp 

  

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

スケートボードはオリンピック競技であり，日本は前回大会で金メダルをとるなど世

界的に見ても業界を席巻していると言っても過言ではありません。オリンピックに触発

された夢ある子どもたちがスケートボードを始める中で、練習を行える場所はまだまだ

少ないのが現状だと思われます、また優れたパークがあれば需要が高いアメリカやヨー

ロッパからのインバウンドも期待できると思います。スケートパークの建設の検討宜し

くお願いします。 

 

 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありません。 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

赤穂市坂越 1722-7（門田） 

赤穂市福浦 2335-1（奥道） 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

ﾊﾞﾝｼｭｳｱｺｳﾉｼｵ･ｼﾞｵｹﾝｷｭｳｶｲ  ｶｲﾁｮｳ ﾓﾝﾀﾞﾓﾘﾋﾛ ｶｲｲﾝ ｵｸﾐﾁ ﾋﾌﾐ 

播州赤穂の塩・ジオ研究会 会長 門田守弘 会員 奥道 一二美 

電話番号 
0791-46-8088（門田） 

090-7357-1864（奥道） 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
mm3299@violin.ocn.ne.jp（門田） 

o.hifumi426@gmail.com（奥道） 

  

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

塩サウナ 

観覧車の跡地にセンスのいい小さな小屋をいくつか建てて少人数の利用を考えた

サウナを開店。公園でのスボーツやウォーキングのあとに塩サウナに入って体を整え

る、また近隣からの健康マニア達の利用を考える、個室でのサウナものんびりと出来

て女性達の利用者も呼び込めると思います。 

 

 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありません。 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

赤穂市尾崎 461-1（江端） 

赤穂市福浦 2335-1（奥道） 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

ﾊﾞﾝｼｭｳｱｺｳﾉｼｵ･ｼﾞｵｹﾝｷｭｳｶｲ ﾌｸｶｲﾁｮｳ ｴﾊﾞｼ ﾔｽｵﾐ ｶｲｲﾝ ｵｸﾐﾁ ﾋﾌﾐ 

播州赤穂の塩・ジオ研究会 副会長 江端恭臣 会員 奥道 一二美 

電話番号 
080-3110-7547（江端） 

090-7357-1864（奥道） 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
ebaomi@ybb.ne.jp（江端） 

o.hifumi426@gmail.com（奥道） 

  

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

日本遺産「塩のまち播州赤穂」ガイド付き体験コース 

塩の国の施設や海浜公園周辺の展望スポットを活用し、日本遺産『「日本第一」の

塩を産したまち播州赤穂』の原点である入浜式塩田の歴史、地形地質の活用（先人の

知恵）、塩田作業や塩づくり体験等、赤穂がなぜ日本一の塩の産地となったのかを実

感出来るガイド付き体験コース（２時間程度）を設定し、観光客を受け入れる。 

＜イメージ案＞①海洋科学館で塩づくりの歴史レクチャー、②塩の国の塩田の上を歩く

（砂かき見学）、③釜屋等の見学、④塩づくり体験（鹹水の煎ごう、シオタマ試食）、⑤

海浜公園展望台（塩田の広さを体験）、⑥唐船山（兵庫県一低い山）登山など 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありません。 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

 

赤穂郡上郡町苔縄１９２ 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

ﾖｺﾔﾏ ﾀﾀﾞｼ 

横山 正 (千種川圏域清流づくり委員会） 

電話番号 
 

０９０-３６５７-４９０７ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
 

zabiel.yokoyama@nifty.com 

  

○意見の要旨 ※200字程度で簡潔に記載願います。 

 公園を海と切り離してしまうのではなく、本来の姿であった河口に続く海側は、塩田として開拓される以前

は、源流で砂鉄を掘った際にできた砂が河口に堆積して行ってできた遠浅の天然干潟でした。二級河川(国では

なく県が管轄)である千種川も続く渚も兵庫県の管轄です。 現在は堤防で仕切られた海側の渚が細長く残され

るのみです。生物のゆりかごの名の通り、千種川の鮎の稚魚が冬の間過ごして成長できるアマモ場のある所で

す。そのアマモば再生にも取り組んでくださるのもここですよね。民間の力で。 その生態系が戻っていける

自然再生エリアを設定して、生物や人が自由に行き来でき、海や川を豊かにする渚および湿地エリアに再生で

きないものでしょうか。防災上の堤防も今よりぐっと後退になります。その多様性をより厚くする場として活

用できないものでしょうか。箱物は最小限、人々が子供達がくつろげるため雨露を少し避けられるもの、そし

て製塩の歴史も含めて公園内の自然をわかりやすく人による解説、体験学習できるもの。箱物にお金をかける

よりも、レンジャーやガイドの育成にお金をかけていき、利用者に還元していく。そのための利用料をいただ

く。利用者がくつろいだり体験できるエリアと、渚とそれに続く湿地エリアの保全事業のハイブリッド公園。 
 

 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありません。 



 

意 見 申 出 書 
  

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会 

部会長 赤澤 宏樹 様 

 

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化 

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。 

住所 

※市区町村まで 

 

赤穂市西有年 1119 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

氏名 

 

田渕
タ ブ チ

 和彦
カズヒコ

 

電話番号 
 

080 3820 8850 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ kjkjkj2826@gmail.com 

  

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。 

公園の活性化・その他から 

１.樹木の整備について           ４.土曜市について 

景観、防犯面で木の伐採等の整備      低コストであこう海浜公園のアピールに繋がる 

 ２.青空広場と四季の広場の整備について   ５.平日の駐車場料金の無料化 

   西側ゾーンへの人流目的           就学前の家族が利用しやすくなる 

 ３.低未利用ゾーンの活用について      ６.駐輪場の整備について 

   オリンピック種目等の競技施設を       近年サイクリストが増えています。 

公園を利用しやすくしては 

 

 

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。 

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありません。 



 意 見 申 出 書  

 

県立都市公園のあり方検討会赤穂海浜公園部会部会長 赤澤 宏樹 様  

  

○テーマ：赤穂海浜公園における自然環境保全・活性化  

 ○意見発表者 ※団体の場合は氏名欄に団体名と発表者名を記載願います。  

住所  

※市区町村

まで  

  

赤穂市塩屋 209-6  

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

氏名  赤穂しおまつり実行委員会  東 條 正 輝  

電話番号  
  

0791-43-9532（090-1445-5186）  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  
  

yutamasa1215@ares.eonet.ne.jp  

   

○意見の要旨 ※200 字程度で簡潔に記載願います。  

「赤穂しおまつり～お塩に感謝デーす～」日本第一の塩を産した町播州赤穂は、古来より「塩」中心

に栄えてきました。「塩」は私たちの生活に根付き、赤穂の多くの伝統と文化を育んできました。そこ

で、私たちは「塩」と触れ合い「塩」への感謝の気持ちを感じていただけるイベントを行うことで、

赤穂の町を盛り上げ、「塩の町播州赤穂」を 

ＰＲしていきたいと考え、今年度 2 回のプレイベントを実施しました。来年は、本イベントとして、

「塩」といえば「塩田」、「塩田」といえば塩田跡の「赤穂海浜公園」を舞台にしたイベントを、ＧＷ

頃に開催する予定です。そうした、赤穂を象徴するようなイベントを、毎年定期的に開催してはどう

か。   
  

※当申込書に記載いただいた内容は電話番号及びメールアドレスを除き、会議資料として使用します。  

※記載いただいた個人情報は、本ヒアリング開催においてのみ使用し、第三者に提供することはありませ

ん。  

 


